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平成27年度

事務事業調書

係 子ども係
決裁者 杉浦多久己

志村亮起案者
子ども課課

幼稚園施設管理事業 市民サービス事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
1 幼児教育
1 幼稚園教育
3 教育環境の充実

総合計画体系

一般会計

50-20-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

一部委託

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成20年度

委託先

期 間終 了7年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

幼児教育の環境を整えるため、公立４園の運営管理を行います。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全に、かつ、安心して幼稚園生
活を送ることができる。

～になる

公立幼稚園に通う児童が、

平成20年度に、安全・安心な幼稚園施設とするため、園舎ガラスへの飛散防止フィルムの貼付箇所に関する調
査を行いました。その結果に基づき、平成21年度に貼付を実施しました。
平成23年7月から、第3子以降の授業料無料化を実施しました。
平成26年度から、通常の保育時間外における預かり保育を実施しました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 256,851

 77,396

 63,336

 0

 0

 60

 0

 63,396

 320,247

（実績）

平成24年度

 0

 256,284

 77,878

 62,319

 0

 0

 0

 0

 62,319

 318,603

（実績）

平成25年度

 0 0

 255,654 255,654

 63,753 77,000

 68,574 76,571

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 68,574 76,571

 324,228 332,225

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 239,148

 59,160

 75,350

 0

 0

 0

 0

 75,350

 314,498

（予算）

平成27年度

事業種別

(40.77) (40.68) (40.58)(40.58) (37.96)

1



３ 各活動にかかるコスト

児童数(人)

在園児童数（延人数）活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 32.63活動にかかるコスト

 320,247活動の総事業費

 9,814.00実績

 10,000.00見込

平成24年度年度

 31.93

 318,603

 9,978.00

 10,000.00

平成25年度

 33.90

 324,228

 9,563.00

 10,000.00

平成26年度

 10,000.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 93.00

指標名(単位)

幼児教育に対する満足度(％)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１

平成27年度目標達成年度 達成達成状況

 92.00実績

 72.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 72.00

 95.00

達成 未達成

 92.30

 93.00

平成26年度

 93.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
良好な施設運営と保育・教育環境を保つことにより、園児が安全に、かつ、安心して幼稚園生活を送ることができました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

平成25年度までは、マンションの建設や市街地化に伴う人口増加の影響を受けた園の児童数が増加し続けましたが、平
成26年度にはこの傾向が見られず、ほぼすべての園で児童数が減少しました。これにより、児童１人当たりの単位コスト
が増加しました。

入園児童数の状況に合わせた効率的な職員配置を行ったことにより、大幅なコストの上昇を招くことなく、保育や教育その
もののほか、良好な環境を保つための施設の維持管理が適切に行われました。これにより、利用者の高い満足度（平成26年
度から満足度についての目標を大幅に引き上げたため、数字上はわずかに目標を下回りましたが）と安全を維持することが
できました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

入園児童数の状況に合わせた効率的な職員配置などを継続して実施します。

８ 方向性

コストと安全・安心のバランスのとれた適正な施設の維持管理を継続するとともに、目標達成年
度に向けて園の満足度向上に努めます。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 庶務係
決裁者 神谷徹

服部由佳理起案者
子育て支援課課

幼稚園施設管理事業 市民サービス事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
1 幼児教育
1 幼稚園教育
3 教育環境の充実

総合計画体系

一般会計

50-20-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成20年度

委託先

期 間終 了7年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

公立幼稚園４園の運営管理を行い、就学前児童の教育設備環境を充実します。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安心して幼稚園生活を送ることができ
る。

～になる

園児が

各園の施設状況を点検・調査し、必要に応じて施設修繕を実施しました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 1,260

 0

 3,753

 0

 0

 0

 0

 3,753

 5,013

（実績）

平成24年度

 0

 1,260

 0

 4,434

 0

 0

 0

 0

 4,434

 5,694

（実績）

平成25年度

 0 0

 630 630

 0 0

 6,271 6,571

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 6,271 6,571

 6,901 7,201

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 2,961

 0

 7,661

 0

 0

 0

 0

 7,661

 10,622

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.20) (0.20) (0.10)(0.10) (0.47)

1



３ 各活動にかかるコスト

児童数(人)

在園児童数（延べ人数）活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 0.51活動にかかるコスト

 5,013活動の総事業費

 9,814.00実績

 10,000.00見込

平成24年度年度

 0.57

 5,694

 9,978.00

 10,000.00

平成25年度

 0.72

 6,901

 9,563.00

 10,000.00

平成26年度

 10,000.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

幼稚園遊具点検(回)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 達成達成状況

 8.00実績

 8.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 8.00

 8.00

達成 達成

 8.00

 8.00

平成26年度

 8.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
良好な施設修繕を実施し教育環境を保つことにより、園児が安全に、かつ、安心して幼稚園生活を送ることができました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

遊具定期点検等で修繕を適切に実施し、前年度程度の事業費となりました。

特にありません。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

施設の点検・調査を定期的に実施し、安全安心して園生活が送れるように施設修繕を適切に実施します。

８ 方向性

コストと安全安心のバランスのとれた適正な施設の維持管理を継続します。
Ｈ２７年度から幼稚園施設修繕事業を統合します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

縮小・統合

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 庶務係
決裁者 神谷徹

服部由佳理起案者
子育て支援課課

幼稚園施設修繕事業 施設整備事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
1 幼児教育
1 幼稚園教育
3 教育環境の充実

総合計画体系

一般会計

50-20-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

雨漏り補修や破損した建具の修理など幼稚園施設の修繕工事を実施します。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全な幼稚園施設で生活できる

～になる

園児が

特にありません。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 2,520

 0

 1,292

 0

 0

 0

 0

 1,292

 3,812

（実績）

平成24年度

 0

 1,890

 0

 1,933

 0

 0

 0

 0

 1,933

 3,823

（実績）

平成25年度

 0 0

 756 630

 0 0

 1,467 1,843

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 1,467 1,843

 2,223 2,473

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.40) (0.30) (0.12)(0.10) (0.00)

1



３ 各活動にかかるコスト

幼稚園数(園)

施設の修繕活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 953.00活動にかかるコスト

 3,812活動の総事業費

 4.00実績

 4.00見込

平成24年度年度

 1,274.33

 3,823

 3.00

 4.00

平成25年度

 555.75

 2,223

 4.00

 4.00

平成26年度

 0.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

修繕された幼稚園で学ぶ園児の定員数(人)

目標成果指標値

修繕工事数(件)
成
果
２

成
果
１

達成

 4.00

 2.00

目標達成年度 達成達成状況

 1,001.00実績

 1,001.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 1,001.00

 1,001.00

達成

 4.00

 4.00

達成 達成

 4.00

 4.00

達成

 1,001.00

 1,001.00

平成26年度

 0.00

 1,001.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
安全性が求められています。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

各幼稚園の先生が施設の破損や危険箇所等など修繕が必要な箇所の把握に努めるほど、１園当たりの修繕費は高くなる傾
向にあります。

6月に全幼稚園から園要望事項として修繕要望を提出してもらい、修繕が必要な箇所を把握することにより、全ての幼稚園に
おいて修繕を行うことができました。修繕された幼稚園で学ぶ園児数は目標を達成できました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

無駄な工事を省き、効率的に修繕を行います。園児の安全を最優先に考え修繕工事を行います。

８ 方向性

各幼稚園と連携し危険箇所の把握に努め、児童の安全確保を目的とした修繕工事を実施していきま
す。
平成２７年度から幼稚園施設管理事業へ統合します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

縮小・統合

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 庶務係
決裁者 神谷徹

服部由佳理起案者
子育て支援課課

幼稚園施設改修事業 施設整備事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
1 幼児教育
1 幼稚園教育
3 教育環境の充実

総合計画体系

一般会計

50-20-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

幼稚園からの要望に基づき現地調査を行い、幼稚園施設の改修工事を実施します。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全な幼稚園施設で生活できる

～になる

園児が

特にありません。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 630

 0

 1,833

 0

 0

 0

 0

 1,833

 2,463

（実績）

平成24年度

 0

 1,260

 0

 1,575

 0

 0

 0

 0

 1,575

 2,835

（実績）

平成25年度

 0 0

 1,071 630

 0 0

 47,508 48,351

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 47,508 48,351

 48,579 48,981

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 1,638

 0

 3,170

 0

 0

 0

 0

 3,170

 4,808

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.10) (0.20) (0.17)(0.10) (0.26)

1



３ 各活動にかかるコスト

工事件数(件)

改修工事活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 2,463.00活動にかかるコスト

 2,463活動の総事業費

 1.00実績

 1.00見込

平成24年度年度

 2,835.00

 2,835

 1.00

 1.00

平成25年度

 5,397.67

 48,579

 9.00

 9.00

平成26年度

 0.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

改修工事実施率（％）（実施数／計画数）(％)

目標成果指標値

改修された幼稚園で学ぶ園児の定員数(人)
成
果
２

成
果
１

達成

 1,001.00

 1,001.00

目標達成年度 達成達成状況

 100.00実績

 100.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 100.00

 100.00

達成

 1,001.00

 1,001.00

達成 達成

 1,001.00

 1,001.00

達成

 100.00

 100.00

平成26年度

 0.00

 100.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
改修工事を行ったことにより、長期的に安全が保たれます。
平成２１年度　東栄幼稚園遊具・さくの幼稚園運動場
平成２２年度　さくの幼稚園遊具
平成２３年度　遊具等の更新はありませんでした。
平成２４年度　東栄幼稚園遊具
平成２５年度　東栄幼稚園遊具
平成２６年度　さくの幼稚園遊具・安城北部幼稚園屋根改修

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

より優先度の高さを検討し、効率的・計画的に改修・遊具更新を行います。

幼稚園からの要望により改修が必要な箇所の把握に努め、必要性の高い工事を選び実施していきます。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

工事の優先度を熟考し、より効率の高い改修工事を行います。園児の安全を最優先に考え営繕工事を行います。

８ 方向性

施設の老朽化により改修が必要な箇所の増加が予想されます。安全性や必要性を考慮し効率的な改修
工事を実施していきます。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 保育係
決裁者 杉浦多久己

太田美鈴起案者
子ども課課

幼稚園教諭研修事業 職員研修事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
1 幼児教育
1 幼稚園教育
1 教育内容の充実

総合計画体系

一般会計

50-20-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

テーマを決め、それについて研究を重ねることで、幼稚園の教職員が資質向上のために行う研修です。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

テーマ研究により、教員として必要な能
力を深めることができる

～になる

幼稚園の教職員が

特にありません。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 63

 0

 176

 0

 0

 0

 176

 352

 415

（実績）

平成24年度

 0

 63

 0

 476

 0

 0

 0

 0

 476

 539

（実績）

平成25年度

 0 0

 63 63

 0 0

 0 122

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 0 122

 63 185

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 63

 0

 122

 0

 0

 0

 0

 122

 185

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.01) (0.01) (0.01)(0.01) (0.01)

1



３ 各活動にかかるコスト

園内研修回数(回)

研究指定活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 11.86活動にかかるコスト

 415活動の総事業費

 35.00実績

 45.00見込

平成24年度年度

 3.82

 539

 141.00

 45.00

平成25年度

 0.84

 63

 75.00

 45.00

平成26年度

 45.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

参加者数(人)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 達成達成状況

 280.00実績

 250.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 250.00

 250.00

達成 達成

 720.00

 250.00

平成26年度

 250.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
　子どもたちの発達に沿った課題と幼児理解の研究が深まり、教師の資質向上につながっています。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

・積極的な研究の効果などにより、活動コストは減少しました。

・継続的に研究を進めることで、職員の資質が高まりました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

職員の資質向上のため、社会のニーズに合った研修を追加し、教育内容の充実を図っていきます。

８ 方向性

一つのテーマに取り組んで研究を重ねていくことは、教育内容を高めるためにも必要なことです。主
任会などにおける研究成果の発表を継続して行うことにより、研究の組み立てや取り組みなどを工
夫し、次への研究に生かしていけるようにします。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 保育係
決裁者 杉浦多久己

太田美鈴起案者
子ども課課

幼稚園子育て支援事業 市民サービス事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

4 個性と文化を育む環境づくり
3 学校教育
1 幼児教育
2 子育て支援機能
1 子育て支援活動の充実

総合計画体系

一般会計

50-20-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

　公立幼稚園の施設を地域に開放することにより、利用者が交流を深める場を提供したり、職員が育児の相
談に応じたりしながら子育て支援をします。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

講座を聞いたり、交流を深めたりする機
会を得ることができる

～になる

公立幼稚園の利用者が

特にありません。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 630

 0

 460

 0

 0

 0

 0

 460

 1,090

（実績）

平成24年度

 0

 630

 0

 466

 0

 0

 0

 0

 466

 1,096

（実績）

平成25年度

 0 0

 630 630

 0 0

 496 504

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 496 504

 1,126 1,134

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 630

 0

 504

 0

 0

 0

 0

 504

 1,134

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.10) (0.10) (0.10)(0.10) (0.10)

1



３ 各活動にかかるコスト

回数(回)

子育て相談・講座

日数(日)

園庭・園舎の開放活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 0.75活動にかかるコスト

 315活動の総事業費

 422.00実績

 462.00見込

 22.14活動にかかるコスト

 775活動の総事業費

 35.00実績

 35.00見込

平成24年度年度

 0.75

 315

 422.00

 422.00

 22.31

 781

 35.00

 35.00

平成25年度

 0.90

 315

 350.00

 422.00

 25.34

 811

 32.00

 35.00

平成26年度

 350.00

 32.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 593.00

 1,350.00

指標名(単位)

園庭・園舎の開放参加者数(人)

目標成果指標値

子育て相談・講座参加者数(人)
成
果
２

成
果
１

平成27年度 達成

 604.00

 564.00

平成27年度目標達成年度 達成達成状況

 1,630.00実績

 1,284.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 1,306.00

 1,470.00

達成

 573.00

 510.00

未達成 未達成

 517.00

 583.00

達成

 1,486.00

 1,328.00

平成26年度

 593.00

 1,350.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
利用者が園児や参加者の子ども達と触れ合うことにより、子どもの発達段階を知ることができると同時に交流を深めていま
す。園も保護者の悩みや幼稚園へのニーズを知ることができています。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

園開放の実施日数が前年度を下回ったことで活動コストが上昇しましたが、参加者数は増加したことから、実質的には、ほ
ぼ前年度並みに実施することができたと考えられます。

前年度に続き、園の行事に保護者と子どもが一緒に参加できるような企画や季節に合った遊びを提供したことと、相談や講
座を開催したことなどにより、子育て支援をすることができました。また、特に講座において保護者と園児が一緒に参加す
る型のものを企画しましたので、より子どもの成長を感じていただくことができました。成

果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

開催日等が利用希望者に分かるように幼稚園紹介のちらしを作成するなどして、今後もPRしていきます。また、入園受付日も園
開放を行うなど、利用者が園に出かけやすい日を設定していきます。

８ 方向性

「親と子が共に育つ」という観点から、今後も子育て相談・園庭開放などの実施が必要です。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2


